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平
成
23
年
度
の
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定
健
診
受
診
率
は
37
・
７
％
で
し
た
！

広報かみ平成２４年１０月号 広報かみ平成２４年１０月号 １６１７

　平成２３年度は個別訪問を主体と

した受診勧奨を実施した結果、年

代別では４０～４４歳以外の全ての

　平成２２年度に受診した方のう

ち、２３年度に受診しなかった方が

約５００人いました。健康診断は、

毎年受診することに意義がありま

す。異常なしの判定値にも最小値

～最大値があります。ご自身の値

が今、どの位置にあるかご存じで

すか？正常範囲のぎりぎりか、昨

年より最高値側に寄っていないか

毎年確認することが大切です。　

　市役所支所では、毎月健康相談

を行っています。保健師

が、血圧測定や健康に関

する相談をお受けしていま

す。日程については、本誌差

し込みの市民カレンダーでも

毎月お知らせしています。

　腎臓は血液をろ過して老廃物を尿として排せ

つします。慢性腎臓病（ＣＫＤ：Chronic Kidney 

Disease）とは、慢性的にタンパク尿があるな

ど、腎機能が低下した状態をいいます。

　腎臓は一度機能が低下すると、元に戻りにく

い臓器です。腎臓の機能がかなり低下しないと

自覚症状が現れにくく、重症化すると、人工透

析が必要となります。

尿タンパクが＋＋以上の方、ｅＧＦＲが７０歳ま

での方は５０未満、７０歳以上の方は４０未満の

場合、かかりつけ医で必ず受診してください。

　国保加入者の方で特定健診を受診した方には、腎臓
の働きが分かる検査が健診項目に入っています。

クレアチニン…腎臓が正常に働いていれば、尿として

体外に排せつされます。つまり血液中のクレアチニン

が多いということは、腎機能が障害されています。

ｅＧＦＲ（糸球体ろ過量）…クレアチニン値・年齢・性

別から、腎臓がどれだけ尿に老廃物を排せつする能力

があるかを示しています。値が低い方は、腎臓の機能

が低下しています。

排尿をガマンしない

老廃物がぼうこう

にたまると細菌が

繁殖、ぼうこう炎

や腎う腎炎の原因

になります。

　特定健診には、市の集団健診と

医療機関での個別健診があります。

今年度から自己負担金が無料にな

っています。

　今年度の集団健診はあと４回の

受診機会があり、申し込みをされ

ていない方でも受診ができますの

で、実施日の１週間前までにご連

絡ください。個別健診受診希望の

方は１２月３１日まで受診できます

ので、医療機関にご予約の上、受

診してください。

　病院で治療中の方、定期的に血

液検査を実施している方も特定健

診の対象です。受診券を持参し

て、主治医に相談しましょう。

年代で前年より受診率を向上する

ことができました。また、全体の

受診率も３７．７％（推計値）と前年

より２．１％の大幅増と過去４年間

で最高受診率となりました。
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家族の健康のため、地域の

健康づくりの第一歩に、特

定健診を受けましょう！

毎年の受診を！

まだ受診できます

特定健診結果①
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◆集団健診実施日

受診時には、

受診券・保険証・問診票
が必要です。
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ご存じですか？ 支所では健康相談を実施しています

腎機能を低下させないためにこんなことに気をつけましょう

を予防しましょう！

腎臓は

慢
は血液をろ過しは血液を

性 腎
老廃物を尿と

臓
して排せ

を

尿と

病

腎臓に負担を

かけない運動

ウォーキングなど

の軽い運動は血行

を促進し腎臓にプ

ラスに、激しい運

動はマイナスに働

きます。

水分補給

脱水予防と、尿路

をきれいにするた

めに水分

をとりま

しょう。

喫煙・暴飲はやめる

プリン体は尿酸値

を高め、腎臓に負

担をかけます。お

酒は適量、たばこ

はぜひ禁煙を！

感染症に注意

身体を清潔に保ち

風邪や尿路感染症

などを予防。

肥満を

予防・解消する

肥満は生活習慣病

の根本原因！カロ

リーに注意し、食

事はゆっくりよく

かんで。

過労を防ぎ

ストレスを解消

過労・ストレスは

腎機能の低下につ

ながります。スト

レスはこまめに解

消を。

おいしく減塩

醤油や味噌を使い

過ぎないように、

酸味や香味・スパ

イスなど

を上手に

利用。

十分な睡眠・休養

夜更かしは腎臓の

負担を増やすこと

に直結！

タンパク質を

コントロール

タンパク質を取り

過ぎると腎臓の負

担が増えます　　

　　　　　　　　

プリン体はビールに多い

食べ過ぎはモウやめて

◆問い合わせ先　健康介護支援課 保健支援班　☎５２－９２８２

特定健診で腎臓の働きが分かります
１年に１回は健診を受けましょう！

◆相談日時

　香北支所：毎月第３水曜日１３時３０分～１５時３０分

　物部支所：毎月第２火曜日１０時～１２時

　※祝祭日にあたる場合は日程が変更になります。

◆問い合わせ先

　健康介護支援課 保健支援班　☎５２－９２８２

しょうゆ み　そ


